
『海底探検の科学』 後藤忠徳著 (452.8/ゴ)
『火山のきほん』 下司信夫著 (453.8/ゲ)
『すごい地層の読み解きかた』 
小白井亮一文・写真 (456.91/コ)
『地球にじいろ図鑑』 茜灯里著 (459/ア)

『みんなの宗教2世問題』 横道誠編 (162.1/ヨ)

『「教養」世界史』 市川賢司監修 (209/イ)
『「教養」日本史』 佐藤四郎監修 (210.1/サ)

『かわいい江戸の絵画史』 
金子信久監修 (721.02/カ)

『おとな六法』 岡野武志著 (320/オ)

『「よく見る人」と「よく聴く人」』
広瀬浩二郎, 相良啓子著 (369.27/ヒ)

『晴れときどきライカ』 落合陽一著 (748/オ)
『秘密の絶景in北海道』 佐藤圭著 (748/サ)
『ほっこり凛々しくナキウサギ』 (748/ナ)

『がっちゃん英語』
ごく普通の外国人がっちゃん著 (835/ゴ)

裏面に続きます→

『身近なモノやサービスから学ぶ「情報」教室』
土屋誠司編著 (007/ツ/1～5)

〇『コーヒー1杯分の時間で読む』シリーズ

〇法律を学ぼう！

『もしも高校生のわたしに「法律用語」が使えた
ら?』 木山泰嗣著 (320/キ)

〇地学を学ぼう！

『獲る食べる生きる』 黒田未来雄著 (659/ク)

〇写真集

愛知みずほ大学瑞穂高等学校

瀬木学園図書館
令和5年11月2日

身のまわりのモノをきっかけに「情報」

について広く学べるテキストです。新し

い時代へのパスポートとなる全5巻。

カナダの先住民の思想と生き方に魅

せられたNHKの自然番組のディレク

ターだった作者が、NHKを退職して「猟

師」になるまでの軌跡を綴っています。

江戸時代に花開いた「かわいい美術」。

画家たちはいかにして「かわいい」を極

めたのか、江戸時代の「かわいい」の

魅力と歴史に迫ります。

1テーマを見開きで完結さ

せたコンパクトな構成と図

解で、歴史を俯瞰できる

シリーズです。

目の見えない研究者と耳が聞こえない

研究者が、互いの違いを超えてわかり

合うために、コミュニケーションの可能

性を考えます。

虐待、金銭的搾取、家庭崩壊など、過

酷な境遇を生きのびた宗教2世の証

言と識者たちの考察から、2世問題の

解決に挑みます。

法律を学ぶことは、自分を

守ることです。この2冊は、

法律をわかりやすく学ぶこ

とができる本です。

YouTubeチャンネル登録者数50万人超

えのがっちゃんが、英語の既存の常識

をくつがえす! 英文法の基礎を、根本

的に解き明かします。
11月 土曜日の図書館開館日

11/11、11/25

12時までです。
※11/4、11/18は閉館です。



『一冊で読む日本の近代詩500』
西原大輔編著 (911.56/ニ)

○『ぎんなみ商店街の事件簿』シリーズ
『Brother編』 井上真偽著 (913.6/イノ)
『Sister編』 井上真偽著 (913.6/イノ)

『准教授・高槻彰良の推察 EX2』
澤村御影著 (913.6/サワ/2-2)

『近畿地方のある場所について』 
背筋著 (913.6/セス)

○人気作家最新作
『ひとっこひとり』 東直子著 (913.6/ヒガ) 『リカバリー・カバヒコ』 

青山美智子著 (913.6/アオ)
『なれのはて』 加藤シゲアキ著 (913.6/カト)
『存在のすべてを』 塩田武士著 (913.6/シオ)

○DVD
『ボクの故郷は戦場になった』 『憧れを超えた侍たち 世界一への記録』

『わたしの幸せな結婚』　『Blue giant』
○CD

『木精』 森鷗外著/いとうあつき絵 (913.6/モリ)
『黒猫』 エドガー・アラン・ポー著/まくらくらま絵
(933.6/ポエ)

『天久鷹央の推理カルテ 9』
知念実希人著 (913.6/チネ/2-9)
『宝石商リチャード氏の謎鑑定 13』
辻村七子著 (913.6/ツジ/13)
『鬼人幻燈抄 6』 中西モトオ著 (913.6/ニシ/6)
『薬屋のひとりごと 14』
日向夏著 (913.6/ヒユ/14)

○『乙女の本棚』シリーズ

『傷モノの花嫁』 友麻碧著 (913.6/ユウ)

○人気シリーズの続編

『あなたが誰かを殺した』
東野圭吾著 (913.6/ヒガ)
『十戒』 夕木春央著 (913.6/ユウ)

○●〇 新着視聴覚 〇●〇

『The book Ⅲ』 YOASOBI

重延浩著 (916/シ)

萩原朔太郎、中原中也、与謝野晶子、

北原白秋、宮沢賢治など、近代詩を

中心に日本を代表する詩人の名詩を

載せた名詩大全です。

古き良き商店街で起きた

不穏な事件。探偵役は三

姉妹と四兄弟、事件と手

がかりは同じなのに展開

する推理は全く違う!?

日常で交わす何気ない言葉、「大丈

夫」「ごめん」「もういいよ」「なんで?」

「ありがとうね」などのひとことをテー

マに綴った、心温まる短編集。

オカルト雑誌のライターである私は、

編集者と一緒に近畿地方の「ある場

所」に関連した文章を収集していた。

私たちは「ある場所」に潜む怪異の存

在に気付く。

妖怪に額に妖印を刻まれたことで、

不遇の立場においやられた菜々緒

は、鬼神と恐れられる夜行に窮地を

救われる。しかし、夜行には忌まわし

い秘密があった。

画集としても小

説としても、楽

しめるシリーズ

です。

1945年、ソ連軍が国境を越えて侵攻を

開始し、南樺太は悲惨な戦場と化した。

少年時代に作者が体験した過酷な戦

争の記憶と、現在のウクライナの姿と

を交差させながら平和の意味を考える。


